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Endothelial Growth Factor-C (VEGF-C)によるリンパ管新生が起こる前、すなわち癌によ
る組織の改変が起こる前においても、リンパ管密度の個体差が大きいことが明らかになっ
た。一方、食道扁平上皮癌患者においてVEGF-CのmRNA陽性率は50％以下であるという報告
もある。これらのことから考えると、癌によるリンパ管侵襲は、リンパ管新生によるリン
パ管密度の増加も一因であるが、個体の解剖学的要因にも影響される可能性があることが
推測された。 
 
結 論 
 16体の正常個体において、D2-40抗体による免疫染色を用いて、食道粘膜内リンパ管の正
常構造を明らかにするとともに、リンパ管密度を計測した。癌による組織構築の変化が起
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こる前においても、リンパ管密度に個体差があることが明らかになり、癌のリンパ管侵襲
には解剖学的なリンパ管構造の要因も大きく関わっていることが推測された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
